
名古屋高速道路の交通事故の特徴（令和７年度）

本線

575件 67%
カーブ

84件 10%

料金所

133件 15%

出口

44件 5%
入口

26件 3%

８６２件

箇所別事故件数では、本線部での事故の割合が６７％と

多くを占めています。

丹後カーブ(上)
10件 12%

山王JCT北カー

ブ 8件 9%

明道町JCT南
カーブ 8件 10%

鶴舞南JCT南
カーブ 7件 8%

呼続カーブ 5件 6%
黒川ランプカー

ブ(上) 5件 6%

その他 41件
49%

８４件

丹後カーブや都心環状線のカーブ区間での事故が多くを

占めています。

車両単独

190件 22%

車両相互

672件 78%

８６２件

形態別事故件数は、車両相互事故が７８％と多くを占め

ています。

追突 325件
48%

車両衝突 278件
41%

多重追突 64件 10%

６７２件

車両相互事故は、追突事故が４８％、車両衝突事故が４

１％と多くを占めています。

追突 238件
41%

車両衝突 233件
40%

多重追突 55件
10%

施設衝突

44件 8%

横転・転覆

0件 0% その他 5件
1%

５７５件

本線では、追突事故が４１％、車両衝突事故が４０％と多

くを占めてします。
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本線では、朝夕の交通量の多い時間帯に、多く発生して

います。
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年齢別では、２０歳代の事故が多い傾向にあります。

84 104 88 107 102
54 36

11
15 13

9 15

9
12

32
19

21
21 21

9
10

12
3

2
8 5

4
2

6 5
4

9 7

10
3

月 火 水 木 金 土 日
0

50

100

150

200
事故件数（箇所別・曜日別）

本線 カーブ 料金所 入口 出口

事故は交通量が少ない土日に減少する傾向があります。

箇所別事故件数

カーブ区間事故件数（箇所別）

形態別事故件数

車両相互事故件数（事故内容別）

本線事故件数（事故内容別） 本線事故件数（時間帯別）

事故件数（年齢別）

５７５件

８６２件
８６２件

都心環状線

200件 23%

1号楠線

47件 6%

2号東山線

59件 7%
3号大高線

204件 24%4号東海線

54件 6%

5号万場線

55件6%

6号清須線

53件6%

11号小牧線

77件9%

16号一宮線

113件13%

８６２件

路線別事故件数

施設衝突

187件 98%

横転・転覆

2件 1%
その他

1件 1%

１９０件

車両単独事故件数（事故内容別）

路線別事故件数では、交通量の多い都心環状線と3号
大高線の割合が多くを占めています。

車両単独事故は、施設衝突事故が９８％と多くを占めて

います。


